






Study on the Space by an Analysis of Human Movement 
(part 27) 
Space of the smal1-scale Bathtub (for a man) 
(part 3) 
Hajimu NAKAJIMA， Kenji TATEBE 
小規模浴槽の規模 (1人用)については，浴槽深さ，洗い場高さと適正f直を求めてきたが，本報では，浴
槽の長さについて人体動作分析からその適正値を求めようとしたものである.








70， 80， 90， 100， 110， 120cmの7caseとし，内法幅を90
cmとした.また浴槽の断面は図2!乙示すように浴槽深さ
(d)を60cm，洗い場高さ(H)を30cmとした.このd，
Hは前報において報告したとおり， d， H の入浴動作iζ
洗い場
洗い場
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表1 被験者とその身長
被験者[身長(叫
図4-1 被験者 C，S二 100の 図4-2 被験者 C，S = 100の
場合ilにおける軌跡 場合outにおける軌跡
(cm) 
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図5-1 S~Lm; in 
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図5-2 S~Lm; out 


















位 。 三町、事長広 司区司司有'-'i)'
(S) に変化を持たせた場合の身体各部位の軌跡長の合
計 (Lm)である.乙こで浴槽に入る場合 (in).:a図5-
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(c)被験者 C (d)被験者 D
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(a)被験者 A (b)被験者 B
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(c)被験者 c (~被験者 D
図6-2 s~ .e : out 
in においては， sが大きくなるにしたがって Lmも大 で示すと図 6-1に示すとおりである.これで見ると，
きくなり，一旦小さくなって再び大きくなっている.こ 動作の要というべき腰を中心に動作は成り立っており，
れは Sが小さい場合は狭すぎて身体を自由にできないた 頭，肩，膝，足首がそれに付随した形をとヮている.す
め Lmは小さいが， sが大きくなるにしたがって自自な なわち，狭い領域においては Sが大きくなるにしたが
体位がとれるためLmは次第に大きくなり， sがほどよい って腰の軌跡長は大きくなり，乙れに比例して頭，肩，
大きさに至って軌跡長は小さくなる.しかし Sがそれ以 膝，足首も大きくなる.しかし Sがほどよい大きさにとf
上の大きさを持つようにとtると再ひ寺軌跡長は大きくなる ると腰の軌跡長は減少し， Sが大きすぎると再び大きく
といえる.これを被験者ごとの身体各部位別軌跡長(.e) なる.このSが大きすぎる領域においては，頭，肩ある
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図8-2 S~Lp: out 
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図10 S"-'b 図11 S"-'a， bの平均
均値をみると，図71己示すとおり Sが大きくなるにした




























くなっている. 腰は S三五90cm では， LpはSが大きく
なるほど増大し，90孟S手1l0cmでは逆に減少し， S主
110cmから再び増大している.頭，肩はそれにほぼ比例
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被験者 A，Cは， Sが大きくなるにしたがって αも大
きくなって次第に足を伸ばして， S=120crnにおいては α
はほぼ1800で足を伸ばしきった状態になっている.被験
者 B はSが大きくなるにしたがって αも大きくなって
いるが，S=110crnからほぼ同一値になって足をひきつけ
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図15 S~戸
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図17 S~α+ 戸の平均
